





























































パイライ ト型化合物 CoSZ(Tc～122K)は狭い d(eg)バンドをもつ遍歴電子強磁性体とし
て知られている｡Co2十の 3d軌道は立方対称の強い結晶場によってdeとdγに分裂し,dE6
dγ1の低スピン状態にあるo eg 軌道にある1個の電子が磁性と電気伝導に寄与している〇
CoS2単結晶の磁気共鳴の測定としては Manabel)のものがある｡ ManabeはCo3N,S3N
の純度の試料を用いて強磁性共鳴,常磁性共鳴を観測した｡強磁性領域では得られた線形を
AmenトRado2)の現象論によって解析しようとした｡ 結果は線形の非対称性を説明できなかっ
た｡また, 純度の低い試料を用いたため, 不純物による線幅をも観測している可能性があった｡
そこで我々は以下のことを研究の目的とした｡
(1) 高純度試料について測定を行ない,線形を実験的に確立する｡ あわせて純度の低い試料
についても測定を行ない, 固有の線形の推定に用いる｡
(2) 広い温度範囲で線形の周波数依存性を観測する｡
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